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慶
山
市
の
年
間
の
平
均
気
温
は
一
三
〜
一
四

度
で
す
が
、
大
邱
広
域
市
を
中
心
と
し
た
大
邱
盆

地
の
中
に
位
置
し
て
い
ま
す
の
で
、
夏
は
か
な
り

高
温
に
な
る
一
方
、
冬
の
冷
え
込
み
も
厳
し
く
な

り
ま
す
。
年
間
の
降
水
量
は
少
な
い
で
す
が
韓
国

内
で
は
比
較
的
温
暖
な
地
域
で
、
自
然
豊
か
な
農

村
部
と
急
速
に
発
展
し
て
い
る
都
市
部
が
調
和

し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

古
く
は
三
韓
時

代
の
押
督
国

ア
プ
ト
ッ
グ
ク

の
根

拠
地
と
し
て
、
ま
た

新
羅
時
代
に
は
三

国
統
一
の
前
哨
基

地
に
も
な
っ
た
歴
史

の
あ
る
ま
ち
で
、
市

内
に
は
一
〇
の
国

家
指
定
文
化
財
を

は
じ
め
と
す
る
多

く
の
文
化
財
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
中

で
も
八パ

ル

公
山

コ
ン
サ
ン

の
山

中
の
岩
壁
に
作
ら

れ
た「
冠
峰
石
造
如

来
坐
像（
別
名：

ガ

ッ
パ
ウ
ィ
）」は
心
を

込
め
て
祈
れ
ば
一

つ
の
願
い
は
必
ず

慶
山
市
の
概
要

ソウル

慶山市

今回ご紹介する慶山
キョンサン

市は慶尚北道
キョ サ ン プ ッ ト

南部中央地域に位置し、韓国第3の都
市である大邱

テ グ

広域市に隣接しています。大都市近郊周辺地域という立地条
件を活かしたまちづくりを進めていて、市内の13大学で約12万人が学ぶ
韓国最大の学園都市であり、約1,600の企業が操業している産業都市で、
ナツメ・苗木の生産量が全国1位のシェアを占める農業都市でもあります。

慶尚北道慶山市
ソウル事務所所長補佐 春名　雅樹（京都府派遣）

韓国

叶
え
ら
れ
る
と
い
う
霊
験
あ
ら
た
か
な
石
仏
と
し

て
知
ら
れ
て
い
て
、
周
辺
の
素
晴
ら
し
い
景
観
と

相
ま
っ
て
多
く
の
信
者
や
観
光
客
が
訪
れ
る
場
所

に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
釜
山
や
浦
項
な
ど
韓
国
の
南
東
部
か
ら

大
邱
に
入
る
た
め
の
交
通
の
要
所
に
な
っ
て
い
て
、

京
釜
線
・
大
邱
線
と
い
っ
た
鉄
道
や
京
釜
高
速
や

大
邱
〜
浦
項
、
大
邱
〜
釜
山
高
速
な
ど
の
道
路
も

よ
く
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
隣
接
す
る

大
邱
広
域
市
に
あ
る
大
邱
国
際
空
港
、
Ｋ
Ｔ
Ｘ

市　長 副市長 企画監査担当官室 

行政支援局 
総務課、総合民願課、セマウル住民自治課、税務課、 

会計課 

住民生活支援課、社会福祉課、文化観光体育課、 

環境保護課、清掃課、山林緑地課 

地域経済課、情報通信課、農畜産課、 

交通行政課、国際通商事業団 

建設課、都市課、建築課、災難管理課、 

公営開発課、上下水道課 

水道事業所、市民会館、女性会館、文化会館、 

市立博物館 

河陽邑、珍良邑、瓦村面、慈仁面、龍城面、 

南山面、押梁面、南川面、中央洞、東部洞、 

西部1洞、西部2洞、南部洞、北部洞、中方洞 

住民生活支援局 

産業経済局 

建設都市局 

保健所 

農業技術センター 

保健課、健康増進課 

農村指導課、技術補給課 

5事業所 

15邑・面・洞 

議会事務局 議政担当、議事担当 

専門委員 

※
邑
・
面
・
洞
に
つ
い
て

邑
・
面
は
地
域
の
規
模
・
形
態
か
ら
い
え
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
日
本
の

町
・
村
に
相
当
す
る
が
、
基
礎
自
治
団
体
で
あ
る
市
・
郡
の
下
部

行
政
単
位
で
あ
る
。
ま
た
、
洞
は
市
の
下
部
行
政
単
位
で
あ
る
。

市の機構
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（
韓
国
高
速
鉄
道
）の
停
車
す
る
東
大
邱
駅
か
ら

二
〇
分
程
度
の
距
離
に
位
置
し
て
い
る
ほ
か
、
二

〇
〇
七
年
に
は
地
下
鉄
が
大
邱
市
内
か
ら
慶
山

市
ま
で
延
伸
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

市
の
面
積
は
四
一
一・
八
二
h
、
人
口
は
約
二

四
万
人
、
財
政
規
模
は
約
三
五
〇
一
億
ウ
ォ
ン

（
一
般
会
計：
二
八
〇
八
億
ウ
ォ
ン
、
特
別
会
計：

六
九
三
億
ウ
ォ
ン
）、
行
政
機
構
は
四
局
一
担
当

官
室
二
直
属
機
関
五
事
業
所
一
五
邑
面
洞
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。
二
〇
〇
〇
年
当
時
は
、
人
口

約
二
一
万
人
、
財
政
規
模
は
約
二
三
五
七
億
ウ
ォ

ン
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
人
口
は
約
一
四
％

増
、
財
政
規
模
は
約
五
〇
％
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

慶
山
市
と
い
え
ば
、
ま
ず
大
学
が
多
い
こ
と
で

知
ら
れ
て
い
ま
す
。
先
ほ
ど
も
紹
介
し
た
と
お
り

市
の
人
口
は
約
二
四
万
人
で
あ
る
一
方
、
市
に
あ

る
一
三
の
大
学
に
在
籍
す
る
大
学
生
は
約
一
二

万
人
も
い
ま
す
。
隣
接
す
る
地
域
か
ら
通
学
し
て

い
る
大
学
生
も
多
い
た
め
、
市
が
施
策
対
象
と
す

る
人
口
は
か
な
り
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

よ
り
よ
い
環
境
を
求
め
て
大
邱
広
域
市
か
ら
移
転

し
て
き
た
大
学
も
多
く
、
慶
山
市
の
教
育
環
境
の

良
さ
が
う
か
が
え
ま
す
。
教
育
熱
心
な
こ
と
で
知

ら
れ
る
韓
国
の
中
で
、
慶
山
市
が「
韓
国
最
大
の

学
園
都
市
」と
言
わ
れ
る
こ
と
は
と
て
も
誇
ら
し

い
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
大
学
附
属
の
研
究
所
一
〇
七
カ
所
を

は
じ
め
と
し
て
市
内
に
は
研
究
機
関
が
一
九
〇

余
り
も
あ
り
、
産
学
連
携
を
図
り
な
が
ら
研
究
開

発
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
市
で
は「
学

園
研
究
都
市
」と
し
て
大
学
を
は
じ
め
と
し
た
教

育
・
研
究
に
係
る
環
境
の
整
備
に
力
を
入
れ
て
い

ま
す
。
例
え
ば
、
二
〇
〇
七
年
地
下
鉄
が
延
伸
さ

れ
れ
ば
韓
国
最
大
規
模
の
敷
地
面
積
を
誇
る

嶺
南

ヨ
ン
ナ
ム

大
学
と
大
邱
市
内
が
直
結
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
こ
の
嶺
南
大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に

は
大
規
模
な
博
物
館
も
あ
っ
て
、
観
光
の
面
か
ら

も
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
も
あ
り
ま
す
。

慶
山
市
の
産
業
は
中
小
企
業
を
中
心
と
し
た

製
造
業
が
主
で
、
約
一
六
〇
〇
の
事
業
所
に
二
万

五
〇
〇
〇
人
ほ
ど
が
従
事
し
て
い
ま
す
。
そ
の
製

造
業
の
中
心
と
な
る
の
が
二
カ
所
の
産
業
団
地

で
、
い
ず
れ
も
市
内
中
心
部
か
ら
東
側
に
位
置
し

て
い
ま
す
。

「
珍
良

チ
ル
リ
ャ
ン

産
業
団
地
」は
京
釜
高
速
道
路
の
慶
山
Ｉ

Ｃ
に
近
接
し
、
約
一
五
八
〇
h
の
敷
地
に
一
九
六

の
事
業
所
が
あ
り
、
少
し
南
に
離
れ
た
と
こ
ろ
に

あ
る「
慈
仁

チ
ャ
イ
ン

産
業
団
地
」は
約
四
九
〇
h
の
敷
地

に
一
〇
七
の
事
業
所
が
あ
り
ま
す
。
珍
良
産
業

団
地
は
一
九
九
三
年
か
ら
、
慈
仁
産
業
団
地
は
一

九
九
七
年
か
ら
供
用
開
始
さ
れ
て
お
り
、
現
在
は

二
つ
の
産
業
団
地
と
も
ほ
ぼ
全
区
画
が
分
譲
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
産
業
団
地
で
は
繊
維
製

品（
約
四
〇
％
）、
電
気
機
器
お
よ
び
部
品（
約
二

〇
％
）を
中
心
に
主
に
輸
出
向
け
の
製
品
を
生
産

し
て
い
ま
す
。
二
〇
〇
五
年
の
輸
出
額
は
五
億
五

八
〇
〇
万
ド
ル
で
、
二
〇
〇
〇
年
当
時
の
輸
出
額

が
三
億
八
二
〇
〇
万
ド
ル
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え

る
と
一・
五
倍
の
規
模
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
産
業
研
究
施
設
と
し
て
は
「
（財）
慶
北

テ
ク
ノ
パ
ー
ク
」「
（財）
韓
国
繊
維
機
械
研
究
所
」と

い
っ
た
施
設
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
研
究
施
設

は
嶺
南
大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
あ
り
、
研
究
開

発
の
ほ
か
中
小
企
業
支
援
や
情
報
交
流
と
い
っ
た

産
学
連
携
の
取
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
の
中
、
市
で
は
新
し
い
産
業
団

地
の
開
発
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
現
在
あ
る
二
つ

の
産
業
団
地
が
完
成
し
て
以
来
、
急
速
に
成
長
し

て
き
て
い
る
先
端
産
業
・
知
識
産
業
に
属
す
よ
う

な
企
業
に
進
出
し
て
も
ら
う
こ
と
を
想
定
し
て
い

る
と
の
こ
と
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
外
国
か
ら
の
投

資
も
期
待
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
、
外
国
企
業
向

け
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
な
ど
も
考
え
て
い
き
た
い
と

の
こ
と
で
し
た
。

こ
の
よ
う
な
取
組
み
を
通
じ
て
、
高
い
付
加
価

値
を
持
つ
製
品
を
生
み
出
す
中
小
企
業
を
育
成

し
て
い
く
た
め
の
産
業
基
盤
の
拡
充
を
図
っ
て
い

る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

慶
山
市
で
は
、
日
照
量
の
多
い
こ
の
地
域
の
特

学
園
研
究
都
市

先
端
ベ
ン
チ
ャ
ー
都
市

近
郊
農
業
都
市

※
慶
山
市
所
在
の
一
三
大
学

慶
一
大
学
、
大
邱
大
学
、
大
邱
カ
ト
リ
ッ
ク
大
学
、
大
邱
韓
医

大
学
、
大
神
大
学
、
ア
ジ
ア
大
学
、
嶺
南
大
学
、
嶺
南
神
学
大

学
、
大
邱
外
国
語
大
学
、
慶
東
情
報
大
学
、
慶
北
外
国
語
テ
ク

ノ
大
学
、
大
慶
大
学
、
大
邱
未
来
大
学
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性
を
活
か
し
た
農
業
も
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
全
国
的
に
有
名
な
農
産
物
と
し
て
は
、
全
国

の
生
産
量
の
約
三
〇
％
を
占
め
て
ト
ッ
プ
シ
ェ
ア

で
あ
る
ナ
ツ
メ
の
ほ
か
、
桃
、
ぶ
ど
う
、
ス
モ
モ
、

ゴ
マ
の
葉
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
農
産
物

は「
オ
ン
ゴ
ル
チ
ャ
ン
」（「
実
が
し
っ
か
り
詰
ま
っ
て

い
る
」と
い
っ
た
意
味
）と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
で
全
国

に
配
送
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
大
都
市
近
郊
周
辺
地
域
と
い
う
立

地
を
活
か
し
た
特
産
物
と
し
て
は
、「
慶
山
苗
木
」

と
呼
ば
れ
る
果
樹
、
花
き
な
ど
の
苗
木
を
生
産
し

て
い
て
、
こ
ち
ら
は
な
ん
と
全
国
の
生
産
量
の
約

八
〇
％
と
い
う
シ
ェ
ア
を
占
め
て
い
ま
す
。
市
の

農
・
畜
産
業
総
生
産
額
の
約
二
五
〇
〇
億
ウ
ォ
ン

の
う
ち
、
こ
う
し
た
果
物
と
苗
木
が
占
め
る
割
合

は
一
〇
〇
〇
億
ウ
ォ
ン
近
く
に
達
し
て
い
て
全
体

の
約
四
〇
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
近
年
の
都
市
化
に
伴
う
影
響
も
少
し

ず
つ
出
て
き
て
い
ま
す
。
耕
地
面
積
は
二
〇
〇
〇

年
当
時
の
約
八
九
五
〇
ha
か
ら
三
％
減
少
し
て

約
八
七
〇
〇
ha
に
、
ま
た
、
農
家
の
戸
数
も
約
九

三
〇
〇
世
帯
か
ら
約
八
％
減
少
し
て
約
八
六
〇

〇
世
帯
と
毎
年
少
し
ず
つ
減
少
し
て
き
て
い
ま

す
。も

と
も
と
慶
山
市
は
農
業
の
ま
ち
で
、
そ
の
こ

と
が
分
か
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
あ
り
ま
す
。
現
在
、

市
が
海
外
の
自
治
体
と
姉
妹
提
携
し
て
い
る
の

は
、
京
都
府
城
陽
市
と
中
国
・
山
東
省
膠
南
市
の

二
つ
の
都
市
で
す
。
こ
の
姉
妹
提
携
を
結
ぶ
に
当

た
っ
て
は
、
当
時
は
農
業
が
主
な
産
業
だ
っ
た
た

め
に
大
都
市
周
辺
地
域（
城
陽
市
は
京
都
市
、
膠

南
市
は
青
島
市
）で
近
郊
農
業
が
発
達
し
て
い
た

都
市
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
だ
っ
た
と

い
う
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
（
も
ち
ろ
ん
、

気
候
や
歴
史
・
文
化
の
ほ
か
、
市
が
商
工
業
に
も

力
を
入
れ
て
き
て
い
る
時
期
で
も
あ
っ
た
の
で
衛

星
都
市
と
し
て
の
役
割
も
似
か
よ
っ
て
い
た
か
ら

と
い
う
点
も
あ
り
ま
す
）。

慶
山
市
を
紹
介
す
る
に
当
た
っ
て
、
大
き
な
特

徴
と
な
っ
て
い
る
三
つ
の
ポ
イ
ン
ト
に
絞
っ
て
取

り
上
げ
て
み
ま
し
た
。
こ
の
三
つ
を
取
り
上
げ
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
市
が
バ
ラ
ン
ス
を
保
ち
な
が
ら

急
速
に
発
展
し
て
き
て
い
る
状
況
が
分
か
っ
て
い

た
だ
け
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

こ
う
し
て
発
展
し
て
き
て
い
る
市
に
と
っ
て

は
、
今
後
も
農
地
な
ど
の
緑
地
を
残
し
な
が
ら
宅

地
開
発
な
ど
の
都
市
化
を
進
め
て
い
く
こ
と
は

非
常
に
重
要
な
こ
と
で
す
。
例
え
ば
、
人
口
の
増

加
に
合
わ
せ
て
進
め
ら
れ
て
い
る
宅
地
開
発
も

こ
う
し
た
都
市
計
画
に
沿
っ
て
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
現
在
造
成
中
の
四
カ
所
と
今
後
計
画
さ
れ

て
い
る
二
カ
所
の
宅
地
開
発
が
完
了
す
る
と
、
さ

ら
に
六
万
人
以
上
の
人
口
が
増
加
す
る
と
見
込
ま

れ
て
い
て
、
上
・
下
水
道
や
道
路
網
の
整
備
な
ど

都
市
基
盤
の
拡
充
も
一
層
進
め
て
い
く
こ
と
が
必

要
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
国
際
交
流
の
面
で
は
、
現
在
姉
妹
提
携

を
結
ん
で
い
る
京
都
府
城
陽
市
と
は
行
政
交
流

の
ほ
か
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
交
流
な
ど
で
民
間

団
体
同
士
の
交
流
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
市
と
し

て
は
、
今
後
新
し
い
産
業
団
地
を
作
る
計
画
も
あ

る
こ
と
か
ら
、
人
的
な
往
来
と
い
う
交
流
だ
け
で

な
く
経
済
的
な
交
流
も
で
き
る
よ
う
な
自
治
体

と
の
提
携
も
考
え
る
な
ど
、
国
際
交
流
を
今
後
も

っ
と
活
発
化
さ
せ
て
い
き
た
い
と
の
意
向
も
持
っ

て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
市
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
が
意
味
す

る
よ
う
な「
発
展
と
調
和
」の
イ
メ
ー
ジ
を
実
現
さ

せ
て
い
く
た
め
の
各
種
の
取
組
み
が
積
極
的
に

行
わ
れ
て
い
く
も
の
と
思
い
ま
す
。

お
わ
り
に

慶山市（Gyeongsan）の英文イニシャル
であるＧとＳを調和して表現したもの。
緑色（左側の半円）は環境と人間、未来の
ビジョンと希望の意味を、青色（右側の
半円）は歴史と先端産業、教育が果たし
た基盤を象徴する。つまり、緑色の基盤
の上で限りなく発展していく青色の姿を
和合し調和させて形象化したもの。

市のシンボルマーク


